
中
世
公
家

・
武
家

の
祖
先
祭
祀
習
俗
を

め
ぐ

っ
て

1
中
世
公
家
お
よ
び
武
家
の
日
記
か
ら
み
た
春
秋
彼
岸
を
中
心
に
ー

奥

野

義

雄

は

じ

め

に

祖
先
祭
祀
習
俗
で
孟
蘭
盆
は
、
最
も
盛

大
な
も

の
で
あ
り
、
巷
間
で
営
ま
れ

る
祭
祀
習
俗
の
主
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
春
秋

(二
季
)
彼
岸
は
、
祖
先
祭
祀
の
習
俗
で
あ
る
が
、
孟
蘭
盆
に
対
置
し

得
る
祭
祀
習
俗
で
あ
り
な
が
ら
、
巷
間
に
お
い
て
も
は
な
や
か
さ
が
と
ぼ
し

い
。

と
り
わ
け
、
近
代
お
よ
び
現
今

の
習
俗

伝
承
か
ら
み
て
も
孟
蘭
盆
に
匹
敵
し

得

る
祭

祀
習
俗
と

し
て
春
秋
彼
岸
を
中

核

に
置

い
て
、

古
代
か

つ
近
世

へ

の
足
掛
り
を
垣
間
見
な
が
ら
、
中
世
公
家

・
武
家

の
個
々
の
特
質
も
加
味
し
、

同
時
代
の
公
家

・
武
家
の
孟
蘭
盆
を
対
置
し
て
春
秋
彼
岸
の
祭
祀
習
俗
の
存
在

形
態
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。

そ
し
て
、
中
世
民
衆
に
お
け
る
春
秋

彼
岸

の
受
け
と
め
か
た
を
併
せ
て
検
討
し
、
そ
れ
以
後
の
春
秋
彼
岸

の
習
俗
を

考
え
る
基
礎
的
材
料
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
春
秋
彼
岸
が
祖
先
祭
祀
の
習
俗

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
り
、

い
か
な
る
祭
祀
習
俗
と
し
て
民
衆
に

受
け
と
め
ら
れ
る
に
至

っ
た
か
を
想
定
し
得
る
手
掛
り
を
こ
こ
で
提
示
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

そ
こ
で
次
に
古
代
の
祖
先
祭
祀
習
俗
を
垣
間
見
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と

に
し
ょ
う
。

第

一章

中
世
以
前
の
貴
族
層
の
孟
蘭
盆
と
春
秋
彼
岸

中
世
の
公
家

に
み
る
祖
先
祭
祀
、
と
り
わ
け
春
秋
彼
岸
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
以
前
に
、
中
世
以
前

の
貴
族
の
祖
先
祭
祀
ー
春
秋
彼
岸

に
つ
い
て
若
干
垣

間
見
る
こ
と
か
ら
行
論
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

史
料
に
表
わ
れ
る
彼
岸
の
時
期
は
、
す
で
に
先
学
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
『
日
本
後
記
』
巻
十
三
の
大

同
元

(
八
〇
六
)
年
三
月
辛

巳
の

条
に
み
え
る

「奉
為
崇
道
天
皇
、
念
諸
國
國
分
寺
信
春
秋

二
仲
月
別
七
日
。
讃

(
1

)

金
剛
般
若
経
」
と

い
う
文
言
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、
「彼
岸
」
云

々

と
い
う
用
字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
岸

の
初
見
史
料
と
考
え
ら
れ
て
久
し
く
、
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か

つ
現
時
点
で
は

一
般
的
な
理
解
と
し

て
・
さ
き

の
文
言
を
受
け
と

っ
て
い
み
・2)

こ
の
大
同
元
年
以
後
、
と
り
わ
け
九
世
紀
に
お
い
て
は

「彼
岸
」

の
記
載
を

ほ
と
ん
ど
み
な

い
が
、

一
〇
世
紀
か
ら

=

世
紀
に
至
る
に
つ
れ
て
、
古
代
女

流
日
記
文
学
の
い
く

つ
か
に

「彼
岸
」

の
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
。
た
と
え
ば
、

一
〇
世
紀
中
頃
の

『蜻

蛉
日
記
』
ω
、

一
一
世
紀
初
頭
の

『

源
氏
物
語
』
α
、
そ
し
て

=

世
記
中
頃

の

『
更
級
日
記
』
個
な
ど
に

「彼
岸
」

の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
を
挙
げ
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

(
3
)

田
天
緑
二

(九
七

一
)
年
二
月
の
条

の

「む
さ
し
ろ
の
塵
」

二
月
も
十
余
日
に
な
り
ぬ
。
聞
く
所
に
三
夜
な
む
か
よ

へ
る
と
、
ち
ぐ

さ
に
人
は

い
ふ
、
つ
れ
づ
れ
と
あ
る
ほ
ど
に
、
彼
岸
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
直

あ
る
よ
り
は
精
進
せ
む
と
て
、
上
む
し
ろ
、
た
だ
の
む
し
ろ
の
清
き
に
、

敷
き
替

へ
さ
す
れ
ば
、

(下
略
)、

(
4

)

鋤

「
行

幸

」

十

六

日

、

彼

岸

の
初

め

に

て
、

い
と

、

よ
き

日

な

り

け

り

。

「
ち

か

う

、

又

よ
き

日

な

し
」

と

、

勘

へ
申

し

け

る

う

ち

に

、

よ

ろ

し

う

お

は

し

ま

せ

ば

、

い
そ

ぎ

立

ち

た

ま

う

て

、

(下

略

)、

へ5

)

㈹
長
元
六

(
一
〇
三
三
)
年
-
同
九
年

の
条
の

「鏡
の
か
げ
」

そ
れ
に
も
、
例
の
癖
は
、
ま
こ
と
し
か
べ
い
事
も
思
ひ
申
さ
れ
ず
。
彼

岸
の
ほ
ど
に
て
、
い
み
じ
う
さ
わ
が
し
う
恐
ろ
し
き
ま
で
お
ぼ
え

て
、
う

ち
ま
ど
ろ
み
入
り
た
る
に
、
御
帳

の
方
の
い
ぬ
ふ
せ
ぎ
の
内
に
、
青
き
織

物

の
衣
を
着
て
、
錦
を
頭
に
も
か
づ
き
、
足
に
も
履
い
た
る
僧
の
、
別
當

と
お
ぼ
し
き
が
寄
り
來
て
、

(下
略
)、

以
上
は
、
ω
吻
個
の
日
記

・
物
語
に
み
る

「彼
岸
」

の
記
載
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
彼
岸
の
頃
が
良
い
日
で
あ
る
と
か
、
精
進
す
べ
き
日
で
あ
る
と
い
う
思

慮
が
み
ら
れ
る
反
面
、
彼
岸
に
行
な
わ
れ
る
行
事
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触

れ
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
こ
の
点
も
含
め
て
、

=

一世
紀
前
半
以
降

の
貴
族

に
お
け
る
彼
岸
行
事
に

つ
い
て
引
続

い
て
、
貴
族
の
日
次
記
あ
る
い
は
日
録
か

ら
窺
う
こ
と

に
し

ょ
う
。

ま
ず
、
こ
こ
で
中
御
門
右
大
臣
宗
忠
の
日
記

『中
右
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
彼
岸
に
つ
い
て
抽
出
し
て
次
に
挙
げ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

(
6
)

⑧
嘉
承
元

(
一
一
〇
六
)
年
八
月
廿

一
日
の
条

廿

一
日
縣

問
也

早
旦
人

々
令
参
詣
春
日
社
給
、
但
下
官
依
爲
忌
日
不
参

御

社

、

(
下

略

)、

(
7

)

⑧
元
永
二

(
一
一
一
一
)
年
八
月
十
六
日
の
条

十
六
日
糠
鞍
間
天
晴
、
今
日
院
御
俄
法
被
始
、
鼎
師
碁
羅
嵐
艘
職
烈
駝
耀
己
講
(下
略
)

(8

)

◎
大
治
五

(
=

三
〇
)
年
八
月
十
四
日
の
条

十
四

彼
岸
始
、
院
御
俄

法
始
云
々
、(9

)

⑪
長
承
二

(
一
一
三
二
)
年
八
月
十
七
日
の
条

十
七
日
寵
骸

今
日
彼

岸

之
始
也
、

從
今
日
、
於
鳥
羽
故
院
墓
所
御
堂
、被
行
不
断
阿
彌
随
経
云
云
、
不
引
聲
鰍
、

⑧
か
ら
⑪
ま
で
の
文
言
は

『中
右
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
彼
岸
に
関
す
る
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事
柄

で
あ
る
。
た
だ
、
寛
治
元

(
一
〇
八
七
)
年
か
ら
保
延
四

(
一
=
二
八
)

年
ま

で
の
約
五
〇
余
年
に
亘
る
期
間
に
彼
岸
に
関
す
る
記
載
は
若
干
例
し
か
見

出
し
得
な

い
。

こ
れ
に
比
べ
て
孟
蘭
盆
に

つ
い
て
は
、
枚
挙
に
逞
が
な

い
ほ
ど

数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ

の
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
を
ひ
か
え

る
が
、
同
日
記

に
の
こ
る
各
年

の
七
月
十

四
日
あ
る
い
は
十
五
日
の
条
に
は
か

な
ら
ず

「孟
蘭
盆
」
云
々
と

い
う
記
述
が

み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「依
例
有
孟
蘭
盆
」

(康
和

四

〔
=

・
二
〕
年
　皿
‡

未
剋
参

(
11

)

御
堂
阿
彌
陀
堂
孟
蘭
盆
講
L
(嘉
承
元

〔
一
一
〇
六
〕
年
)
、
「
予
、
大
宮
権
大

(
12

)

夫
、
基
隆
、
宗
能
蓼
入
、
令
行
孟
蘭
盆
講
」

(天
永
三

〔
=

一
二
〕
年
)
、
「午

時
許
参
御
堂
孟
蘭
盆
講
、
人
々
不
被
参
、
内
大
臣
殿
令
参
孟
蘭
講
」

(元
永
元

(
13

)

〔
=

一
八
年
)、

「盆
供
依
例
送
日
野
丈

六
堂
也
」

(大
治
二

〔
一
一
二
七
〕

(
14

)

年
、

「今
日
法
勝
寺
初
有
孟
蘭
盆
、
(中
略
)
、
次
尊
勝
寺
孟
蘭
盆
講
、
右
少
辮

(
15

)

宗
成
行
事
、
法
成
寺
殿
下
不
令
参
給
也
」

(大
治
五

〔
一
=
二
〇
〕
年
)、
そ
し

て

「法
勝
寺
孟
蘭

盆
、
院
参
仕
云
々
」
(
保
延
元

〔
一
=
二
五
〕
年
な
ど
と

い

う
記
載
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
記
載

は
、
同

日
記

に
記
述
さ
れ

て
い
る

「孟
蘭
盆
」
に
関
す
る
も

の
の
約
三
分

一
程
度
で
あ
る
。

祖
先
祭
祀
に
か
か
わ
る
行
事
で
あ
り
な
が
ら
、
同
日
記
を
み
る
か
ぎ
り
、
彼

岸

に
比
較
し
て
、
孟
蘭
盆
に
対
す
る
祭
祀

の
重
み
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『中

右
記
』

の
作
者
で
あ
る
右
大
臣
宗
忠
と
同
時
代

の

『長
秋
記
』
の
作
者
の
源
師

時
の
大
治
五

(
一
=
二
〇
)
年
七
月
十
五

日
と
八
月
十
四
日
の
記
載
内
容
を
対

比
し
た
場
合
、
単
に
孟
蘭
盆
と
か
、
彼
岸
と

い
う
個
別
の
祖
先
祭
祀
の
習
俗
を

と
わ
ず
、
両
者
の
も

つ
祖
先
祭
祀

へ
の
思
慮

の
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

す
な
わ
ち
、

(16

)

ω

『中
右
記
』
の
場
合

大
治
五
年
七
月
十
五
日
の
条

今
日
法
勝
寺
初
有
孟
蘭
盆
、
於
阿
彌
陀
堂
西
庇
儲
饗
座
、
大
僧
都
暉
仁

以
下
供
信
六
十
人
許
参
入
、
行
業
権
辮
顯
頼
、

(中
略
)
、
次
尊
勝
寺
孟

蘭
盆
講
、
右
少
辮
宗
成
行
事
、
法
成
寺
殿
下
不
令
参
給
也
、
伍
人

々
不

参
也
、

大
治
五
年
八
月
十
四
日
の
条

彼
岸
始
、
院
御
繊
法
始
云
々
、

(U

⑳

『長
秋
記
』

の
場
合

大
治
五
年
七
月
十
五
日
の
条

　　
カ
　

女
院
主
典
代
宗
房
來
云
、
仁
和
寺
御
堂
所
障
子
於
大
炊
殿
焼
畢
、

(下

略
)

〔孟
蘭
盆
に
関
す
る
記
述
な
し
〕

大
治
五
年
八
月
十
四
日
の
条

〔十
四
日
の
条
な
し
↓
同
日
の
記
述
な
し
〕

ω
お
よ
び
働

の
史
料
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
宗
恵
と
師
時
の
祖
先
祭
祀

の
習
俗

へ
の
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
師
時
す
な
わ
ち

『長
秋

記
』
に
祖
先
祭
祀
に
関
す
る
記
述
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
『長
秋
記
』
に
お
い
て
も
、
「依
孟
蘭
盆
、
上
皇
御
幸
法
勝
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寺
、
下
官
着
直
衣
追
参
、
供
養
法
権
少
曾
都
覧
基
、
事
了
布
施
、

(下
略
)
L
と

(
18

)

い
う
記
載
が
あ
り

(保
延
元

〔
一
一
三
五
〕
年
七
月
十
五
日
の
条
)、
両
者

に
お

い
て
も
祖
先
祭
祀
の
主
な
習
俗
は
、
「彼
岸
」
で
は
な
く
、
「孟
蘭
盆
」
で
あ

っ

た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
平
信
範
の
日
記
で

あ
る

『
『兵
範
記
』
か
ら
は
孟
蘭
盆
と
と

も
に

「彼
岸
」
に
関
す
る
記
述
も
数

多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し
得
る
の
で
あ
る
。
同
日
記
の

「彼
岸
」
に
関
す

る
条
文
を
次

に
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、

(
19

)

の
仁
平
三

(
=

五
三
)
年
六
月
十
九
日
の
条

高
陽
院
還
御
土
御
門
殿
、
去
二
月
廿

二
日
渡
御
白
川
御
堂
、
彼
岸
御
幟
法

以
後
連
々
相
障
、
干
今
戸
々
也
、

(20

)

㈲
仁
平
三

(
=

五
三
)
年
八
月
廿
七

日
の
条

鳥
羽
殿
彼
岸
御
念
佛
、
如
例
、

高
陽
院
御
俄
法
、
晩
頭
始
行
之
、
諸
僧
六
口
、
毎
事
如
例
、

(

下

略

)

(21

)

回
久
壽
三

(
一
一
五
六
)
年
二
月
廿
五

日
の
条

彼
岸
始
、
於
成
菩
提
院
被
始
行
御
念
佛
、
勘
解
由
次
官
親
範
奉
行
、
法
皇

・
無
御
幸
、

(下
略
)、

ゆ
保
元
ご
=

=

五
八
)
年
九
月

百

の
条
(22
)

下
官
参
鳥
羽
殿
、
依
彼
岸
結
願
也
、
成
菩
提
院
儀
、
請
檜
法
印
権
大
檜
都

有
観
以
下
十
二
口
、
毎
事
如
故
鳥
羽
院
御
時
例
、
(中
略
)、
牛
剋
結
願
、

錫
杖
教
化
了
、
賜
布
施
如
例
、

回
誕

元

(
=

六
九
)
年
八
月
廿
吾

築

お
)

彼
岸
始
、
自
去
曉
法
皇
令
始
行
不
断
御
念
佛
給
、
請
曾
十
二
口
、
法
印
寛

節

、
房
覧
一
法
眼
行
海
、
暉
壽
、
津
師
家
寛
、
法
橋
兼
毫
、
顯
嚴
、
阿
闘

梨
眞
圓
、
重
助
、
道
仁
、
源
猷
、
隆
慶
、

鳥
羽
成
菩
提
院
御
念
佛
又
如

例
、

(下
略
)、

の
か
ら
d
ま
で
の
史
料
は
、
所
謂

"彼
岸
の
入
り
"
あ
る

い
は

"彼
岸
結
願
"

の
様
子
を
若
干
で
は
あ
る
が
提
示
し
て
く
れ
る
。
圓
か
ら
回
ま
で
の
史
料
は
、

平
信
範
に
よ
る
彼
岸

に
関
す
る
記
載
内
容
で
あ
る
が
、
孟
蘭
盆
に
つ
い
て
は
、

長
承
元

(
一
一
三
二
)
年
七
月
か
ら
承
安
元

(
一
一
七

一
)
年
十
二
月
ま
で
の

約
三
九
年
間
の
七
月
十
四
日
あ
る

い
は
十
五
日
の
条
に
は
ほ
と
ん
ど
記
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
。

す
な
わ
ち
、
「件
御
盆
供
口
納
所
調
備
如
例
」

(仁
平

二

〔
一
一
五
二
〕
年
七

(24

)

月
十
四
日
の
条
)、

「高
陽
院
御
盆
供
」

(仁
平
三

〔
一
一
五
三
〕
年
七
月
十
四

(
25

)

日
の
条
)、

「向
分
條
営
、
行
孟
蘭
盆
講
、
請
曾
五
[
、
毎
事
如
例
」

(久
壽

二

(26

)

(
一
一
五
五
)
年
七
月
十
五
日
の
条
)、

「法
成
寺
孟
蘭
盆
如
例
」

(保
元
元

(

(
27

)

一
一
五
六
)
年
七
月
十
五
日
の
条
)、

「所

々
盆
供
如
例
」
「申
剋
、
法
勝
、
尊

勝
、
最
勝
、
延
勝
、
圓
勝
寺
等
孟
蘭
盆
供
ゴ
、
(中
略
)
、
先
孟
蘭
盆
講
、
権
律

師
覧
智
爲
講
師
、
賭
甲
」

(保
元
二

〔
=

五
七
〕
年
七
月
十
四
日
と
十
五
日
の

(
28

)

条

)、

「
巳

剋

着

衣

冠

、

参

法

勝

寺

、

孟

蘭

盆

也

、

(中

略

)、
未

剋

事

始

、

先

孟

(
29

)

蘭
盆
講
、
(下
略
)
」
(保
元
三

〔
一
一
五
八
〕
年
七
月
十
五
日
の
条
)、
「巳
剋
参

囁
政
殿
、
内
覧
文
書
、
次
法
勝
寺
、
依
孟
蘭
盆
行
事
也
、
(下
略
)」

(仁
安
二
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(30

)

(
=

六
七
)
年
七
月
十
五
日
の
条
)、
そ
し
て

「今
日
諸
寺
孟
蘭
盆
如
例
」
(仁

(
31

)

安
三

〔
一
一
六
八
〕
年
七
月
十
五
日
の
条

)、
な
ど
の
文
言
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。

藤
原
宗
忠
、
源
師
時
、
そ
し
て
平
信
範

の
日
記
か
ら
祖
先
祭
祀
に
関
す
る
記

載
内
容
を
窺

っ
て
き
た
が
、
三
人
三
様

の
祖
先
祭
祀
、
と
り
わ
け
彼
岸
に
つ
い

て
の
思
慮
が
窺
え
る
。
三
者
に
み
る
相
違
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
把
握
し
え

る
と
と
も
に
、
共
通
す
る

「彼
岸
」

の
内
容
に
つ
い
て
も
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、

「孟
蘭
盆
講
」
の
施
行
、
「
盆
供

」

の
送
進
、
そ
し
て

「彼
岸
御
念
佛
」

の
執

行
な
ど
が
、
祖
先
祭
祀
と
し
て
の
孟
蘭
盆

や
彼
岸
に
お
け
る
行
事
で
あ
り
、
彼

ら
貴
族
は
諸
寺
院

へ
参
詣
し
、
孟
蘭
盆
や
彼
岸
行
事

に
つ
い
や
し
て
き
た
こ
と

も
理
解
し
得
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代

の
祖
先
祭
祀
、
と
り
わ
け
孟
蘭
盆
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
以
後
鎌
倉
時
代
に
至

っ
て
も
同
様
な
行
事
内
容

で
あ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

一
例
を
次
に
挙
げ
る
と
、

『勘
仲
記
』

の
弘
安
七

(
一
二
八
四
)
年
七
月
十
四
日
ω
と
十
五
日
m

の
条

に
、

ω
今
日
内
裏
御
盆
也
、
藏
人
大
輔
仲
兼
奉
行
也
、
(中
略
)、

毎
事
如
去
年
、

御
盆
供
内
藏
寮
役
也
、
被
送
遣
京
極
院
、
法
華
堂
、
山
階
云
々
、

㈹
参
殿
下
、
爲
孟
蘭
盆
御
聴
聞
御
出
大
宮
殿
、
(中
略
)
、
先
例
講
、
次
着
供

養
座
、
嚇
、
次
孟
蘭
盆
講
、

(下
略
×

(
32
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
岸

に
関
す
る
記
載
と
し
て
、
「
菩
提
」

の
た
め
と

い
う
内
容
を
弘
安
十

一

(
一
二
八
八
)
年
二
月
十
五
日
の
条

の
文
言

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

(先
力
)

不
出
仕
、
時
正
初
日
之
間
、
向
河
東
草
堂
修
小
善
、
爲
奉
資
老
考
菩
提
也
、

蹄
路
向
萬
里
小
路
第
、

(
33
)

と
あ
り
、
時
正
11
彼
岸
初
日
に
先
考

の
菩
提
を
と
む

ら
っ
て
供
養
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

と
く
に
、
こ
の
彼
岸
に
か
か
わ
る
文
言
に
み
る

「時
正
」
云
々
と

い
う
用
語

は
中
世
(前
半
)
の
公
家

・
武
家

の
間
で
は
余
り
用

い
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
す
で

に
み
て
き
た
史
料

に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
中
世
公
家

の
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
彼
岸
に
つ
い
て
、
古
代

・

平
安
貴
族
の
彼
岸
と
対
置
さ
せ
る
た
め
に
挙
例
し
た
が
、
彼
岸
に
か
か
わ
る
習

俗
が
古
代
と
中
世
で
変
化
し
た
か
、
否
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な

い
。
む
し

ろ
、
諸
寺
院
で
営
ま
れ
る
彼
岸
行
事

に
参
詣
し
て
、
彼
岸
念
仏
を
唱
え
る
と
い

う
形
態
は
、
平
安
時
代
お
よ
び
鎌
倉
時
代
後
半
に
亘
る
ま

で
同
様
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
な
く
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
中
世
公
家
は
祖
先
祭
祀
の
習
俗
と
し
て
春
秋
彼
岸
を
、
平
安
貴
族
と

ほ
と
ん
ど
変
化
な
く
受
け
継

い
で
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
中
世
、

鎌
倉
お
よ
び
室
町
時
代

の
公
家

の
日
記
と
併
せ
て
武
家

の
日
記
か
ら
次
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
中
世
以
前
と
り
わ
け
平
安
時
代
の
春
秋
彼
岸
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
え
る
で
あ
ろ
う
。

ω
祖
先
祭
祀
の

一
習
俗
で
あ
る
春
秋
彼
岸
の
習
俗
は
、
孟
蘭
盆
の
習
俗
に
比

べ
て
、
古
代
の
貴
族
層
に
と

っ
て
重
要
な
祭
祀
習
俗
と
し
て
の
観
念
は
な

か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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勿
古
代

(平
安
時
代
)
貴
族

の
行
な
う

春
秋
彼
岸
習
俗
に
は
、
彼
岸
入
り
あ

る
い
は
結
願
に
は
寺
院
に
お
い
て
請
僧
に
よ
る
不
断
念
仏
の
読
経
が
あ
り
、

こ
れ
に
貴
族
層
が
参
列
あ
る
い
は
参

詣
す
る
こ
と
が
主
な
慣
習
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

註

(1
)、

『
蝋
嗣
国
史

大
系

』
版

註

(2
)、
五
来

重

「
彼

岸

の
太

陽
と

念
仏

」

註

(3

)、

註

(4

)、

註

(
5

)、

註

(
6

)、

註

(
7

)、

註

(
8

)
～

(
9

)、

「中

右

記

」

註

(
10

)、

註

(
11

)、

註

(
12

)、

註

(13

)
～

(
14

)、
「
中

右

記

」

五

註

(
15
)
～

(16

)、
「
中

右

記

」

六

註

(17

)
～

(
18

)、
「
長

秋

記

」

註

(
19

)
～

(
20
)、
「
兵

範

記

」

同

記

の

久

寿

二

(
『
続

仏
教
と

民

俗
』

所
収

)

『
蜻
蛉

日
記

』

(角
川

文
庫

本

)
所
収

『
源
氏

物
語

』

三

(
岩
波

文
庫

本
)

所
収

『
更
級

日
記

』

(岩
波

文
庫

本

)
所
収

「
中
右

記
」

三

(
『
増
甫
史
料

大
成

』

11
所
収

)

辛

「
中
右

記
」

五

(
『
増
補
史
料

大
成

』

13
所
収

)

六

(
『
増
甫
史
料

大

成
』

14
所

収

)

辛

「
中
右

記

」

二

(
『
増
甫
史
料

大
成

』

10
所

収
)

辛

「
中
右

記

」

三

(
『
増
補
史
料

大
成

』

11
所

収
)

「
中

右
記

」

四

(
『
増
甫
史
料

大
成

』

12
所

収
)

挙(
『
増
甫
史
料

大

成
』

13
所

収

)

ネ

『
増
甫
史
料

大
成

』

14
所
収

)

タ

ニ

(
『
増
甫
史

料
大

成
』

17
所

収

)

辛

一

(
『
増
甫
史
料

大
成

』

18
所
収

)

辛

(
=

五
五

)
年

二
月
十

五

日

の
条

に

「彼

岸
始

」
と

あ

り

、

仁

平

三
年

八
月

廿
七

日
前

日
、

す

な
わ
ち

廿

六
日

の
条

に
は
、

各

自

明

日
可

令
行

彼
岸

給
之

故

也

と

み

え

る
。

註

(21
当

「兵

範
記

」

二

(
『
増
補
史

料
大
成

』

19
所
収

)

同

記

の
久
寿

三
年

三

月
三

日

の
条

に
、

依

彼
岸

結

願
、
爲

布

施
取
参

鳥

羽
殿

、
公

卿
以

下
濟

々
焉

と
あ

り

、
彼
岸

の
た
め

の
布

施

が
あ

っ
た

こ
と
を

示
す

一
史
料

で
あ

る

。

註

(22
)、

「
兵
範
記

」

二

(
『
増
甫
史

料
大
成

』

19
所
収

)

辛

註

(23
)、

「
兵
範
記

」

五

(
『
増
甫
史

料
大

成
』

22
所
収

)

辛

同

記

の
嘉

応
元
年

九

月

二
日

の
条

に

「彼

岸
御
念

佛

結
願

也
」
と

あ

り
、

念
仏

の
存

在

を
知

る
。

註

(
24

)
～

(
26
)、
「
兵
範

記
」

一

(
『
増
甫
史
料
大

成
』

18
所

収
)

密

註

(
27

)
～

(
29

)、
「
兵
範

記
」

二

(
『
増
甫
史
料
大

成
』

19
所

収
)

辛

註

(30
)、

「
兵
範

記
」

三

(
『
増
甫
史

料
大

成
』

20
所
収

)

雀

註

(31
)、

「
兵
範

記
」

四

(
『
増
甫
史

料
大

成
』

所
収

)

ぎ

註

(
32

)
～

(
33

)・
「
勘
仲

記
」

二

(
『
増
甫
史
料
大

成
』

跨
所

収
)

辛

第
二
章

中
世
公
家

・
武
家
の
春
秋
彼
岸

彼
岸

中
世
、
鎌
倉

・
室
町
期

の
公
家
お
よ
び
武
家

の
春
秋
彼
岸
に
つ
い
て
、
公
家

の
日
記
を
播
く
前
に
、
ま
ず
古
代
か
ら
中
世

へ
と
社
会
が
移
行
す
る
直
前
の
貴
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族

の
日

記

に

み

る

「
彼

岸

」

の
記

載

の

一
つ
を

窺

っ
て

み

よ

う

。

す

な

わ

ち

、

雨

降

、

時

々

日
景

見

、

彼

岸

寛

也

、

午

刻

、

念

諦

藪

遍

満

了

、

(
1

)

と

い
う
文
言
で
あ
り
、
こ
れ
は
九
条
兼
実

の
日
記
、

『玉
葉
』

の
治
承
五

二

一
八

こ

年
八
月
十
三
日
の
条
に
み
え

る
記
載
で
あ
る
。
と
く

に
、
こ
の
記
載

に
み
え
る

「念
訥
藪
遍
満
了
」
と

い
う

文
言
と
と
も
に
、
「於
何

々
院
」
「於
何

々
寺
」
と
い
う
記
述
が
な

い
と
こ
ろ
か
ら
兼
実

の
自
邸
に
お
け
る
念
仏
読
諦
を

数
遍
行
な

っ
た
と
理
解
し
得
る
。
こ
の
読
論
あ
る
い
は
称
名

の
場
所
確
認
は
と

も
か
く
、
兼
実
み
ず
か
ら
が
彼
岸

の
折

に
読
訥
し
た
こ
と
は
、
平
安
貴
族

の
日

記
か
ら
は
窺
え
な
か

っ
た
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
が
彼
岸

に
念
仏
称
名

す
る
形
態
は
、
そ
の
後

の
春
秋
彼
岸
に
み
る
念
仏
称
名
と
か
か
わ

っ
て
く
る
も

の
と
想
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

い
く

つ
か
の
中
世
公
家

お
よ
び
武
家

の
日
記
に
自
邸
に
お
い
て

念
仏
称
名

(読
訥
)
の
こ
と
が
散
見
す

る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
二

・
三
の
公
家

の
日
記
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

切

『平
戸
記
』

の
場
合

　　

　

寛
元
二

(
一
二
四
四
)
年
八
月
十
四
日
の
条

三
時
聴
聞
繊
法
、
又
日
々
勤
六
萬
遍
念
佛
、
彼
岸
之
問
恒
例
之
勤
也
、

(3

)

寛
元
三

(
一
二
四
五
)
年
八
月
廿

八
日
の
条

彼
岸
之
間
日
々
勤
六
萬
遍
念
佛

、
朝
間
輔
経
巳
下
所
作
了
、
終
日
念
佛

俄
法
聴
聞
之
外
無
他
、

ω

『師
守
記
』

の
場
合

(
4

)

暦
鷹
二

(
一
三
四
〇
)
年
八
月
廿
日
の
条

〔
マ
マ
〕

(齋
力
)

〔角
堂
〕

今
日
彼
岸
終
也
、
伍
持
濟
也
、
家
君
令
参
六
■
口
給
、
御
同
車
内
々
御

方
也
、
有
御
聴
聞

云
々
、
予
物
詣
違
形
、
先
参
六
角
堂
、
七
ケ
日
之
間

参
詣
、
無
爲
無
事
、
幸
甚
々
々
、

'

(5

)

康
永
三

(
=
二
四
四
)
年
八
月
十
四
日
の
条

〔結
力
〕

今
日
時
正
[
願
、
傍
予
時
也
、
家
君
勘
例
書
了
後
、
御
参
六
角
堂
、
次

〔
高

倉

〕

〔
以

次

く
-、
〕

〔聞

〕

四
条
■
口
説
法
御
聴
聞
、
[
■
■
受
戒
給
、
次
四
条
朱
雀
日
中
御
聴
[

之
、

(下
略
)、

㈲

『康
富
記
』
の
場
合

(
6

)

鷹
永
廿
五

(
一
四

一
八
)
年
八
月
十
六
日
の
条

だ
カ

時
正
初
日
也
、
予
持
齋
念
佛
而
己
、
●
上
聖
砒
沙
丸
等
七
観
音
御
参
、

(7

)

鷹
永
廿
五

(
一
四

一
八
)
年
八
月
十
九
日
の
条

今
日
時
正
中
日
也
、
予
持
齋
念
佛
而
己
、(
8

)

慮
永
廿
五

(
一
四

一
八
)
年
八
月
廿
二
日
の
条

時
正
結
願
也
、
予
持
齋
、

嘉
吉
三

(
面

四
三
)
年
八
月
宣

一百

象

時
正
初
日
也
、
行
願
寺

皮
堂
、

法
花
経
談
義
聴
聞
了
、
天
ム思
可
心
海
被

談
之
、
故
法
輪
院
心
明
曾
正
之
同
朋
也
云
々
、
藥
王
品
也
、

入
夜
加
地
小
三
郎
伴
傍
輩
三
四
人
來
、
三
條
少
將
殿
御
供
之
衆
也
、
有

一
献
、

(10

)

寳
徳
三

(
一
四
五

一
)
年
八
月
廿
七
日
の
条
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時
正
結
願
日
也
、
伴
少
輔
法
印

、
詣
清
和
院
、
次
奉
謁
長
老
、
入
夜
向

李
部
亭
、

(下
略
)、

切
ω
㈲

の
史
料
は
、

=
ご
世
紀
か
ら

一
世
紀
ご
と
の
史
料
を
挙
げ
た
も
の
で

あ
る
が
、
す

で
に
み
た

『
玉
葉
』
の
自

邸
で
の
念
仏
読
諦
が
彼
岸
に
行
な
わ
れ

て
い
た
よ
う
に
、

=
二
世
紀
以
降
も
こ

の
よ
う
な
様
相
が
、
㈲
と
㊥

の
史
料
か

ら
窺
え
る
。
ま
た
、
ω
の
史
料
か
ら
六
角
堂

へ
参
詣
し
て
説
法
聴
聞
が

「七
ケ

日
」
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
と
と
も
に
、
ω
ω
㈲

の
史
料
を
み
る
か

ぎ
り
、

=
二
世
紀
か
ら

一
五
世
紀
に
至

る
間
、
彼
岸

に
お
け
る
説
法
や
談
義
の

聴
聞
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

さ
ら
に
、
切
㈲
の
史
料
か
ら
自
邸
で
の

念
仏
勲
行

・
称
名
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
と
く
に
切
の
史
料
か
ら
、

彼
岸
の
期
間
中

「恒
例
」
と
し
て
念
仏
勲
行

・
称
名
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
充

分
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
㊥

の
史
料
の
時
期
に
至
る
と
、
彼
岸
の
時

期
に
念
仏
勲
行

・
称
名

や

=
二
世
紀
以

来
行
な
わ
れ
て
き
た
談
義
な
ど
の
聴
聞

の
ほ
か
に
い
く

つ
か
行
事
内
容
が
加
わ
る
こ
と
も
、
次
の
史
料
か
ら
窺
え
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『満
濟
准
后
日

記
』

に
み
る
彼
岸

に
か
か
わ
る
記
載

を
挙

げ
る
こ
と
、

(11

)

O
慮

永
計
二

(
一
四
二
五
)
年

八

月
五
日
の
条

自
今

日
八
講
堂
彼
岸

中
五
種
行

被
始
行
。
御
人
籔
等
如
例
。

(中
略
)。

自

今
日
彼

岸
舎
利
講
如
常

。
恒

法
式
行
之
。

四
ケ
法
用
也
。
先
法

華
経

一
巻
讃

諦
。

(下
略
)。

(
12

)

⇔
雁
永
計
二
年
八
月
八
日
の
条

彼
岸
舎
利
講
如
昨
日
。
中
日
間
四
ケ
法
用
在
之
。

※

(
13
)

口

慮

永

計

二
年

八

月

十

二

日

の
条

彼

岸

勤

行

今

日

結

願

。

供

養

法

式

寳

池

院

御

沙

汰

。

卒

都

姿

供

養

儀

同

在

之

。

(
下

略

)。

※
O

の
八
月
五
日
が
彼
岸
初
日

(彼
岸
入
り
)

で
あ
る
か
ら
、
彼
岸
結
願
は
八
月
十

二
日
で
は
な
く
、
八
月
十

一
日
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
に
挙
げ
る

『看
聞
御

記
』
の
応
永

三
f
三
年
八
月
五
日
、
八
日
、
十

一
日
の
条
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

(14
)

四
鷹
永
計
三

(
一
四
二
六
)
年
二
月
十
四
日
の
条

彼
岸
結
願
。
式
理
性
院
曾
正
。
率
都
婆
供
養
在
之
。

(

15

)

㈲
永
享
七

(
一
四
三
五
)
年
八
月
廿
五
日
の
条

彼
岸
舎
利
講
結
願
了
。
捧
物
如
形
令
沙
汰
了
。
率
都
婆
自
分
八
十
四
本
造

進
了
。

(下
略
)。

と
あ
り
、
「彼
岸
」

に

「
舎
利
講
」
が
結
び

つ
き
、
さ
ら
に

「率
都
婆
」
供
養

が
現
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

こ
の
よ
う
に
旧
来
か
ら
あ

っ
た
か
、
新
し

い
行
事

で
あ
る
か
は
視
点
外
と
し

て
も
、
彼
岸
に
別
の
要
素
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
同

時
期

の
公
家

の
日
記
、
す
な
わ
ち

『看
聞
御
記
』
を
播

い
て
、
次
に
こ
の
点
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

〉

(16
)

一
鷹
永
廿
七

(
一
四
二
〇
)
年
八
月
九
日
の
条

く
彼
岸
初
日
也
。
持
齋
如
例
、
法
安
寺
二
参
。
時
正
中
毎
日
可
聴
聞
之
由
存

者
也
。
(下
略
)。
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〉

(17
)

二
鷹
永
廿
九

(
一
四
二
二
)
年
九
月
七

日
の
条

〈
時
正
結
願
也
。
七
日
間
精
進
爲
経
勤
行
。
抑
河
原
施
餓
鬼
事
勧
進
。
野
信

爲
張
行
。

(下
略
)。

〉

(18
)

三
懸
永
計
二

(
一
四
二
六
)
年
八
月
五

日
の
条

〈
時
正
初
日
也
。
持
齋
如
例
。

〉

(19
)

四
磨
永
計
二
年
八
月
八
日
の
条

〈
時
正
中
日
也
。
齋
食
男
女
取
孔
子
。
予
。
東
御
方
。
上
膓
。
二
條
殿
。
前

宰
相
。
重
有
朝
臣
。
長
資
朝
臣
。
慶
壽
藏
主
。
梵
祐
。
善
基
。
雨
女
官
等

也
。

(下
略
)。

〉

※
(20
)

五
慮
永
計
二
年
八
月
十

一
日
の
条

〈
時
正
結
願
。
持
齋
如
例
。
即
成
院
二
参
念
佛
申
。
前
宰
相
以
下
召
具
。

〉

(21
)

六
永
享
九

(
一
四
三
七
)
年
八
月
十
六
日
の
条

〈
彼
岸
初
日
也
。
持
齋
如
例
。
早
旦
持
経
朝
臣
餅
持
参
。
去
夜
行
豊
朝
臣
有

申
旨
。
爲
實
事
持
参
。
有
其
興
。
入
江
殿
法
花
経
談
義
。
公
方
。
上
様
御

聴
聞
云
々
。
去
年
よ
り
談
義
中
絶
。

時
正
中
可
有
御
聴
聞
云
々
。

(下
略
)。

〉

(22
)

七
嘉
吉
三

(
一
四
四
三
)
年
八
月
廿
六
日
の
条

く
時
正
中
日
也
。
持
齋
看
経
如
例
。

以
上
、
年
次
を
追

っ
て
挙
げ
た
文
言
を
み
る
と
、
「持
齋
」
は
彼
岸

に
お

い
て

恒
例
と
し
て
行
な
わ
れ
、
「持
齋
」
そ
れ
自
体

に

「看
経
」
す
な
わ
ち
経
文

を

ロ

　

黙
読
あ
る
い
は
読
諦
す
る
こ
と
が
内
在
し

て
い
る
こ
と
が
、
七
の
史
料
か
ら
窺

く

え
る
。
ま
た
、
旧
来
と
同
様
に
寺
院
で
の
念
仏
称
名
も
行
な
わ
れ
、
そ
し
て
談

　

義

・
聴
聞
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
二
の
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、

〈

彼
岸
に
お
け
る
要
素
と
し
て
、
彼
岸

の
七
日
間
に
写
経
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
も
付
加
し
得
る
。

ま
た
、
同
史
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
彼
岸
に

「河
原
施
餓
鬼
」
と

い
う
も
の
が

「野
信
」

(遊
行
僧
あ
る
い
は
聖
か
)
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
興
味

深

い
事
象
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
事
実
は
さ
き
に
触
れ
た

『満
濟
准
后
日

記
』

の
口
四
㈲

の
史
料
に
み
え
る

「率
都
婆
」
供
養
と
結
び
つ
い
て
い
く
も
の

　

で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
の
史
料
に
み
る

「河
原

く

施
餓
鬼
」
が
現
わ
れ
た
様
子
を
示
す
そ

の
前
日
の
六
日
の
条
の
詳
し
い
記
述
内

容
に
よ

っ
て
、
追
善
供
養
と
し
て
の

「施
餓
鬼
」
の
執
行
が
み
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

抑
聞
。
於
河
原
今
巳
大
施
餓
鬼
依
風
雨
延
引
云
々
。
此
事
去
年
飢
饒
。
病
悩

万
人
死
亡
之
間
。
爲
追
善
有
勧
進
曾
。
雛
撚
糟

以
死
骸
之
骨
造
地
藏
六
躰
。

又
立
石
塔
爲
供
養
。
可
有
施
餓
鬼
云
々
。
此
間
有
讃
経
。
万
人
飯
操
打
桟
敷
。

室
町
殿
可
有
御
見
物
云
云
。
五
山
曾
可
行
施
餓
鬼
云
々
。

(
23
)

と
あ
り
、
勧
進
僧

(聖
か
)
に
よ

っ
て
、
去
年

の
飢
饅

の
際
、
病
気
に
悩
み
死

に
至

っ
た
人
た
ち
が
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
沢
山

い
た
の
で
"
こ
れ
ら
の
人
た
ち

の
た
め
の
追
善
供
養
に
大
施
餓
鬼

の
勧
進
や
地
蔵
尊
の
骨
仏
六
体
や
供
養
石
塔

の
造
立
、
ま
た
念
仏
読
諦
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
と
聞
き
及
ぶ
と
い
う
こ
と
を
明

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
て
、
京
五
山
の
僧
侶
も
こ
の
よ
う
な
施
餓
鬼
を
施
行
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す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
も
聞

い
て
い
る
と

い
う
内
容
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
時
期
す
な
わ
ち

一
五
世
紀
中
頃
に
、
突
然
勧
進
僧

(あ
る
い
は

勧
進
聖
)
た
ち
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
追
善
供
養
の
た
め
の

"大
施
餓
鬼
"
が

発
端
と
な

っ
て
、
彼
岸
に
祖
先
供
養
に
施
餓
鬼
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
否
か

に

つ
い
て
、
こ
こ
で
明
確
に
す
る
史
料
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な

い
。

た
だ
、
す
で
に

「逆
修
」
と

「卒
都
婆
」
と
の
深

い
か
か
わ
り

の
な
か
で
、

(
24

)

少
な
か
ら
ず

「彼
岸
」
が
か
か
わ

っ
て

い
た
こ
と
を
行
論
し
た
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
と
き
の

「卒
都
婆
」
は
柿
経
で
あ
る
こ
と
も
提
示
し
た
の
で
詳
し
く
は
そ

れ
に
譲
る
。
た
と
え
ば
、
『
多
聞
院
日

記
』
の
天
正
十

一

(
一
五
八
三
)
年
二(把
)

月

七

日

の
条

に

み

る

「
彼

岸

中

日
、

實

來

房

頭

後

也

、

(中

略

)
。

地

藏

経

一
ワ

(房
)

長

賢

・
書

之

」

と

い
う

文

言

の

「
地

藏

経

一
ワ
」

の
卒

都

婆

は

、

逆

修

供

養

の

(25
)

卒
都
婆
同
様
に
、、
柿
経
"
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
施
餓
鬼
と
は
異
に

す
る
が
、
供
養
に
か
か
わ
る
点
で
は
同
種
の
観
点
に
た

つ
べ
き
も

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『多

聞
院
日
記
』
と
時
期
、
す
な
わ
ち

一
六
世
紀
に
は
、
そ
れ

以
前

の
単
に

「念
仏
」
称
名
と

い
う
記
載
と
は
異
な
り
、
百
万
遍

の
念
仏

の
称

名

へ
と
変
わ

っ
て
き
た
こ
と
が
、
次

の
史
料
か
ら
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

『宣
胤
卿
記
』

の
永
正
十
五

(
一
五

一
八
)
年
二
月
十
二
日
の
条
に
、

時
正
至
今
日
十
万
反
念
佛
結
願
、
又
卒
都
婆
至
今
日
二
千
百
本
分
到
之
、

(
ハ
イ

)

是
毎
日
所
作
也
、

(26
)

と
あ
り
、
時
正

(彼
岸
)
結
願
に
至

っ
て
百
万
遍
念
仏
称
名
も
結
願
し
、

こ
の

日
に
至

っ
て
卒
都
婆
は
二
千
二
百
本
分

(お
そ
ら
く
五
輪
塔
婆
形
)
の
刻
み
込

み
も
終
わ

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
史
実
は
、
す
で
に
切
の
史
料

(
『平
戸
記
』
)
に
み
た
寛

元

二

(
一
二
四
四
)
年
以
来
、

一
六
世
紀
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
に
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
彼
岸

の
時
期
に

営
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
、
次

の

『親
長
卿
記
』
の
文
明
三

(
一
四
七
〇
)
年
閏

八
月
二
日
の
条

の
、

今
日
時
正
初
日
也
、
六
萬
反
臨
時
念
佛
、
光
明
眞
言
二
百
反
也
、

(
27

)

と

い
う
文
言
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が

っ
て
、
中
世
公
家
お
よ
び
武
家

の
祖
先
祭
祀
の

一
習
俗
で
あ
る
春
秋

彼
岸
は
、
古
代
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
習
俗
で
あ
る
が
、
彼
岸
習
俗
の
内
容

が
、
そ
の
時
期
そ
の
時
代

の
社
会
的
要
求
や
思
潮
に
よ

っ
て
付
加
さ
れ
て
き
て

中
世
に
お
い
て
も
変
化
に
と
ん
だ
も

の
に
な

っ
て
き
た
こ
と
を
提
示
し
た

つ
も

り
で
あ
り
、

一
言
で
い
い
き
れ
な

い
こ
と
が
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
古
代
以
来
続
い
て
き
た
寺
院
あ
る
い
は
請
僧

・
導
師

の
念
仏
な
ど
と
併
せ
て
、
中
世

・
鎌
倉
時
代
以
来
現
わ
れ
て
行
な
わ
れ
て
き
た

十
万
あ
る

い
は
百
万
遍
な
ど
の
念
仏
称
名
、
そ
し
て
室
町
期
に
み
ら
れ
る

「舎

利
講
」
と
の
融
合
と

「率
都
婆
」
供
養

こ
の
場
合
、
別
稿

で
触
れ
た
よ
う

に
彼
岸
期
間
中
に
行
な
わ
れ
た

「逆
修
」
と
結
び

つ
く

「
率
都
婆
」
11
柿
経

(
28
)

(写
経
)
と
考
え
ら
れ
る

な
ど
が
、
中
世
公
家
お
よ
び
武
家
の
彼
岸
習
俗

に
存
在
し
て
き
た
こ
と
を
提
示
し
得
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、

一
五
世
紀
前
半
に
突
然
勧
進

僧
ら
に
よ

っ
て
施
行
さ
れ
た
京

の
河

原
で
の
大
施
餓
鬼

の

一
時
的
な
も
の
が
そ

の
後
の
彼
岸
習
俗
に
影
響
し
た
か
、

否
か
は
、
中
世
公
家
お
よ
び
武
家

の
日
次

の
記
録
な
ど
か
ら
そ
の
痕
跡
の
有
無

を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代

・
平
安
時
代

の
春
秋
彼
岸
を
垣
間
見
な
が
ら
、
中
世
公
家
の
彼
岸
習
俗

の
存
在
形
態
に
つ
い
て
時
期
的
な
区
分
を
考
慮
し
な
が
ら
、

一
二
世
紀

(あ
る

い
は
、

=
二
世
紀
初
頭
か
)
お
よ
び

一
六
世
紀
に
お

い
て
、
中
世
公
家
お
よ
び

武
家
に
み
ら
れ
る
彼
岸
習
俗
の
画
期
が
あ

る
と
想
定
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と

に

つ
い
て
は
、
す

で
に
触
れ
て
き
た
史
料
を

み
る
か
ぎ
り
、
こ
こ
で
提
示
し
得
る

事
象
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
世
公
家
お
よ
び
武
家
の
彼

岸
習
俗
が
近
世
に
至

っ
て
、
ど
の
よ

う

に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
否
か
は
検

討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
基

盤
に
中
世
公
家
お
よ
び
武
家

の
彼
岸
形
態
が
存
在
す
る
こ
と
は
看
過
し
が
た
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
中
世
公
家
か

つ
武
家
の
社
会
に
み
ら
れ
る
祖
先
祭
祀
、
と
く
に

春
秋
彼
岸
を
と
お
し
て
祭
祀
習
俗
を
窺

っ
て
き
た
が
、
中
世
民
衆
が

い
か
に
し

て

〈祖
先
祭
祀
〉
と
し
て
の
春
秋
彼
岸
を
、
彼
ら
の
生
活
の
中
に
と
り
入
れ
て

い
き
、
そ
し
て
生
活
文
化
の

一
環
と
し

て
創
造
か
つ
醸
成
し
て
い
っ
た
か
は
明

確

で
は
な
い
。
中
世
公
家
や
武
家
の
日
記

に
み
る
記
述
か
ら
そ
の
片
隣
を
提
示

し
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
次
に
中
世
公
家
お

よ
び
武
家
の
春
秋
彼
岸

の
存
在
形
態

を
示
す
史
料
と
は
別
に
、
中
世
民
衆
が
遺

し
た
記
録
か
ら
中
世
民
衆
の
祖
先
供

養
の
た
め

の
春
秋
彼
岸

の
習
俗
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

た
だ
、
そ
の
前
に
中
世
公
家
な
ど
の
日
記
に
表
わ
れ
た
春
秋
彼
岸
を
以
下
に

ま
と
め
て
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
〈祖
先
祭
祀
と
し
て
の
彼
岸
〉

の
民
衆
化
の

様
相
を
捉
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

⊃
古
代
の
彼
岸
習
俗
に
比
べ
て
、
寺
院
内

で
の
不
断
念
仏

へ
の
参
加

・
参
列

の
み
で
な
く
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
彼
岸
習
俗
に

「
先
亡
」
(祖
先
)

の
た

め
の
供
養
の
観
念
が
付
加
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、
自
邸

(自
家
)
で
彼
岸

の
期
間
念
仏
称
名
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

勿
室
町
時
代
に
な
る
と
、
寺
院
で
行
な
わ
れ
る
談
義
聴
聞
に
参
列
す
る
こ
と
、

寺
院
堂
舎

へ
参

詣
す
る

こ
と
が

、
中
世
公
家

・
武
家
層
の
間
で
み
ら
れ

た
彼
岸
習
俗
で
あ
る
。

鋤
室
町
時
代
、
と
り
わ
け
後
半
に
至
る
と
、
公
家

・
武
家
層
の
間
に
彼
岸
の

期
間
に
写
経
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、

こ
の
写
経
は
卒
都
婆
に
経
文
を
写
す
所
謂

「柿
経
写
経
」
の
習
俗
が
、
こ

の
時
期

(
一
四
〇
〇
年
代
以
降
)
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
舎
利

講
や
逆
修
の
習
俗
と
彼
岸
習
俗
と
結
び

つ
く
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
中

世
公
家

・
武
家
層
で
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
追
善
供
養
習
俗
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

註

(
1
)、

『
玉

葉
』

二
所

収

註

(
2
)、

「
平

戸
記

」

一

(
『
増
補
史
料

大
成

』

32
所
収

)
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同
年

月

十

三
日

の
条

に
も

彼

岸

之
間

申
入

可
籠

居

之
由

、
即

退
出

(

中

略

)

自

今

可
始

行
彼

岸

繊
法

之
故

也
、

是
恒

例

之
勤

也

と
あ

り

、

「籠

居

」

「
俄
法
」

の
こ
と

も
窺

え

る

の
で
あ

る
。

註

(3

)、

「
平

戸
記
」

二

(
『
増
補
史

料
大

成

』

33
所
収

)

同
年

九
月

一
日

の
条

に

「
繊
法

結

願
也

、
夕

時
結

願

了
」

と
あ

り
、

本
文

切

の

史
料

の
八
月

廿

八
日

は

"彼

岸

中

日
"
と

考
え

ら

れ
る

。

註

(
4
)、

「
師
守

記
」

第

一

(
『
史
料

纂
集

』

所
収

)

同
年

月

十
四

日

の
条

に

「
今

日
時

正
始

也
」

と
あ

る
。

註

(5
)、

「
師
守

記
」

第

二

(
『
史
料

纂
集

』

所
収

)

同
年

月

九

日

の
条

に

「
早
旦

御
参

六

角
堂

、
依

時
正

初

日
也
」

と
あ

り

、

同

月

〈参

六
角
堂
〉

十
二
日
の
条
に
は
、

「其
次
御
[
口
口
口
、依
時
正
中
日
予
時
、家
君
御
時
以
後

御

(
説
法

、
此
次

)

聰

聞

四
条

高

倉
[
[
[
口

受

戒

了
、

其
後

御
聴

聞

四
条

朱
雀

日
中

、

其
御

蹄
宅

」

と
あ

り
、

彼
岸

初

日

の
九

日
か
ら

彼
岸

中

日
を
経

て
、
彼

岸
結

願
ま

で

六
角

堂

へ

の
参

詣

が
め

だ
ち

、
中

日
と

結
願

の
彼

岸
行

事

の
近

似
し

て

い
る

こ
と

が
わ

か

る
。

註

(6
)
～

(
9
)、
「康

富
記

」

一

(
『
増
補
史

料
大

成
』

37
所

収
)、

註

(
10
)、

「康

富

記
」

三

(
『
増
補
史
料

大

成
』

39
所

収
)、

註

(
11
)
～

(14
)、
「満

濟
准

后

日
記
」
上

(
『
績
群

書

類
従

・
補

遺

一
』
所

収
)

註

(
15
)、

「
満

濟
准

后

日
記
」

下

(
『績

群

書
類

従

・
補
遺

一
』

所
収

)

「
捧
物

」

に

つ

い
て
は
永
享

六

(
一
四

三
四
)

年

八
月

廿

日

の
条

に

「
彼
岸

結

願

了

。
如

例
式

小
捧

物

出
之
L

と

あ
り

、
彼
岸

の
た
め

の

「捧

物
」

で
あ

っ
た

こ

と

が

わ
か

る
。

註

(
16
)
～

(20
)、
「
看
聞

御
記

」
上

(
『
績

群
書

類
従

・
補

遺

二
L

所
収

)

註

(21
)
～

(
22
)、
「
看
聞

御
記

」
下

(
『
績

群
書

類
従

・
補
遺

二
L

所
収

)

喜

吉

三
年

八
月

廿
九

日

の
条

に

「時

正
結

願
。

看
経

如

例
」
と

あ
り

、

彼

岸

中

日
と
同
様

で
あ

る

こ
と

が

わ
か

る
。

註

(
23
)、

「
看

聞
御

記
」

上

、
前

掲
書

註

(
24
)、
奥

野
義

雄

「
古

代
中

世

の
逆
修

に

つ
い
て
」

(
『
奈
良

県

立

民

俗

博

物

館

研
究

紀
要
』

第

六
号

所
収

)

註

(
25
)、

『多

聞

院

日
記
』

第

三
巻

所
収

註

(26
)、

「
宣
胤

卿
記

.
補

遺
」

(

『
増
補
史
料

大
成
』

45
所
収

)

彼

岸
と

百

万
遍

念
仏
称

名

と

の
か

か
わ
り

は
す

で

に

「
中

世

の
百
萬

遍

念
仏

に

つ
い
て
ー

百
萬
遍
念
仏
の
画
期
と
民
衆
化
を
中
心
に
」

(
『奈

良

県
立

民

俗
博

物
館

研
究

紀
要

』
第

一
〇

号
所

収
)
に
お

い
て
提

示
し

て
あ

る

の
で
詳

し
く

は

そ
れ

に
譲

る
こ

と

に
し

た

い
。

註

(
27
)、

「
親
長

卿

記
」

一

(
『
増
補
史

料
大

成
』

41
所
収

)

註

(
28
)、

奥

野

、
前

掲
書

「
逆

修
」

「
率
都

婆

」

そ
し

て

「彼

岸

」

と

の
か

か

わ
り

は
、
『多

聞

院

日
記
』

に
数
多

く
散

見

す

る
が
、

別
稿

(註
24
)

を
参

照
さ

れ
た

い
。
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第
三
章

中
世
民
衆
の
春
秋
彼
岸
習
俗
の
形
態

中
世
公
家
お
よ
び
武
家
の
春
秋
彼
岸

の
習
俗
を
中
心
に
、
古
代
貴
族
の
彼
岸

習
俗
の
形
態
を
、
す
で
に
垣
間
見
な
が
ら
窺

っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
中
世
の
春
秋
彼
岸
の
習
俗
に
は
、
古
代
以
来
の
彼
岸
念
仏
の
称
名
と
と

も
に
、
彼
岸
聴
聞
や
持
斎
、
さ
ら
に
百
万
遍
念
仏
称
名
や
率
都
婆
供
養
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
を
知
り
得
た
が
、
中
世
民
衆
に
お
い
て
は
ど

の
よ
う
な
彼
岸
習
俗
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
代
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
彼
岸
念
仏
の
称
名
、
そ
し
て
中
世
に
お

い
て

醸
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
彼
岸
聴
聞
や
百
万
遍
念
仏
称
名
や
舎
利
講
と
の
融
合
、

さ
ら
に
率
都
婆
供
養

の
形
態
が
、
中
世
民
衆
に
と

っ
て
祖
先
祭
祀

つ
ま
り
追
善

供
養
と
し
て
受
け
入
れ
る
に
た
る
も

の
で
あ

っ
た
の
か
、
こ
こ
で
検
討
す
べ
き

点

で
あ
ろ
う
。

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
す
で
に
み
た
古

代

・
中
世
の
公
家
お
よ
び
武
家
の
春

秋
彼
岸
習
俗
が
、
直
接
的
に
中
世
民
衆

の
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
も

の

か
は
明
確
に
す
べ
き
課
題
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
明
確
に
し
が
た

い

困
難
な
条
件
が
横
た
わ

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
世
民
衆

の
祖
先
祭
祀
の
実

態
あ
る
い
は
存
在
形
態
を
示
す
記
録
が
現
段
階
で
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
よ
る

も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
か
ろ
う
じ
て
売
券

・
寄
進
史
料
や
金
石
文
史
料
か
ら
祖

先
祭
祀
と
り
わ
け
春
秋
彼
岸

の
習
俗
お
よ
び
中
世
民
衆

の
祖
先
祭
祀

・
追
善
供

養
の
断
片
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弘
長
二

(
一
二
六

二
)
年
十

一
月
晦
日
付

の

「紀
光
永
田
地
売
券
」
に
、

券
文
事

謹
辞

沽
却
進
永
作
手
田
新
立
[
H
〕

(
百
文

)

合
壱
段
者
、
直
銭
拾
三
貫
五
[
目

在
囁
津
国
嶋
下
郡
中
条
茨
木
村

[
口

(中

略
)

(領
也
)

右
件
田
、
元
者
紀
光
永
先
祖
相
伝
之
所
[
口

、
依
有
直
要
用
、
限
永
年
作
手

(阿
弥
阿
仏
)

尼
蓮
[
H
口
日
所
売
渡
進
実
也
、
(中
略
)、
所
当
弐
斗
細
釦
[
目
無
万
雑
公

(有
他
妨
力
)

事
、
難
経
後
々
末
代
敢
以
不
可
[
H
日

、
伍
爲
向
後
亀
鏡
、
勤
新
立
券
文
、

(下
略
)、

(
1

)

と
あ
り
、
売
却
の

一
反
の
永
作
手
田
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

一

反

の
田
地
は
同
売
券

の
端
裏
書
か
ら

「
二
季
彼
岸
僧
饒
料
田
」
で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
彼
岸
僧
饒
料
田
で
あ
る
永
作
手
田

一
反
の
買
手

で
あ
る

「
比
丘
尼
蓮
阿
弥
仏
」
は
、
こ
の
田
地
を
文
永
四

(
一
二
六
七
)
年
四
月
十
日

付
で
撮
津
国
勝
尾
寺
に
寄
進
し
て
い
た
こ
と
が
次
の
寄
進
状
か
ら
窺
え
る
の
で

(2

)

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「比
丘
尼
蓮
阿
弥
陀
仏
田
地
寄
進
状
」
が
そ
れ
で
あ
り
、

同
寄
進
状
に
は
、
さ
き

の

「嶋
下
郡
中
条
茨
木
村
」
以
外

の
田
地
も
併
せ
て
二

季
彼
岸
用
途
と
し
て
寄
進
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

可
為
撮
津
国
勝
尾
寺
弐
季
彼
岸
僧
饅
用
途

(下
郡
中
条
茨
木
村
)

進
退
領
掌
、
当
国
嶋
[
口
口
H
口
〕

田
壱
段
、
同
国
同
郡
耳
原
村
壱
段
、

同
国
同
郡
新
屋
村
田
壱
段
事
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右
、
蓮
阿
弥
随
仏
、
情
案
事
情
、
当
寺
者
、
是
善
仲
善
算
両
聖
人
之
躍
跡
、

本
尊
者
、
亦
諸
仏
諸
薩
最
第

一
之
霊
像
也
、
(中
略
)
、
因
弦
、
相
副
本
券
以

下
之
証
文
等
、
奉
寄
進
者
也
、
兼
又
、
以
当
国
嶋
下
郡
中
条
粟
生
村
田
壱
段
、

令
施
入
同
寺
曼
施
羅
堂
仏
聖
燈
油
料
田
先
畢
、
(下
略
)、

と
、
記
載
さ
れ
て
い
て
、
耳
原
村
と
新
屋
村

の
田
地
各

一
反
も
併
せ
て
寄
進
し
、

こ
れ
ら
の
田
地
を
勝
尾
寺

の
二
季
彼
岸
に
お
け
る
僧
饒
用
途
に
あ

て
る
意
図
に

よ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
蓮
阿
弥
陀
仏
は
粟
生
村
の
田
地

一
反
を
す

で

に
同
寺
曼
施
羅
堂
の
仏
聖
燈
油
料
田
と
し

て
寄
進
し
て
い
た
こ
と
も
併
せ
て
知

り
得
る
の
で
あ
る
。

「
二
季
彼
岸
」

に
か
か
わ
る
用
途
料
田

の
売
券
お
よ
び
寄
進
史
料
か
ら
、
す

で
に

=
二
世
紀
中
頃
に
は
田
畠
の
加
地
子
得
分
者
と
し
て
の
西
仏
や
蓮
阿
弥
陀

仏
の
民
衆
と
り
わ
け
上
級
農
民
層

の
彼
岸

に
対
す
る
関
心
事
を
窺
う

こ
と
が
で

き
る
。

さ
ら
に
、
寄
進
史
料
や
売
券
以
外

の
中
世
民
衆
の
表
わ
し
た
記
録
す
な
わ
ち

金
石
文
か
ら
も
春
秋
彼
岸

の
習
俗
の

一
端
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
さ

き
ほ
ど

の
寄
進
史
料
な
ど
か
ら
時
期
が
約
半
世
紀
ほ
ど
下
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
彼
岸
を
含
め
た
祖
先
祭
祀

に
対
す
る
中
世
民
衆
の
供
養
意
図
や

そ
の
習
俗
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
、
貴
重
な
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
「薬

師
寺

七
重
石
塔
基
礎
」

に
刻
ま
れ
た
銘
文
が
そ
れ
で
あ
り
、

少
し
長
文
に
亘
る
が
、
次
に
挙
げ
る
こ
と

に
し
ょ
う
。

奉
造
立

七
重
石
塔

一基

右
奉
立
二
親

口
口
口
息
為

自
身
成
仏
道

口
口
口
口
此

故
口
口
塔
姿
L

口
毎
彼
岸
口

忌
白
井
時
忌

孟
閲
盆
晦
日

阿
弥
陀
経
奉

読
諦
可
訪
尊

霊
等
菩
提
之

状
如
件
敬
白

嘉
元
三
年
乙
巳
L

口
口
口
口
口
了

限
口
口
口

十
月
十
五
日
起
立

願
主
僧
良
縁

慈
父
春
道
兼
口

入
道
正
月
七
日
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息
女
春
道

口
口
口
女
七
月
十
日
L

自
身
没

口
忌
日

同
可
訪

正
月
廿
日

口
口
口
口
[
口

と
い
う
刻
文
が
層
塔
基
礎
に
み
¢

騨

年
彼
岸
口
忌
昇

時
忌
孟
閲
盆
晦

日
L
に
阿
弥
陀
経
読
訥
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
や

「此
故
口
口
塔
婆
」
が
造
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
尊
霊

菩
提
」
に
対
す
る
追
善
供
養
で
あ

っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

層
塔
基
礎
の
金
石
文
か
ら
は
、
刻
文
全
て
が
解
読
し
が
た
い
よ
う
で
充
分
に

読
み
と
り
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
祖
先
祭
祀
と
し
て
の
春
秋
彼
岸
や
孟
閑

盆
、
さ
ら
に
忌
日
な
ど
に
供
養
塔
婆
造
立
、
経
典
読
唱
の
存
在
が
提
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
代
お
よ
び
中
世
以
来
行
な
わ
れ
て
き
た
追
善
供

養
形
態
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
理
解
し
得
る
と
と
も
に
、

一
四
世
紀
前
半
に
お

け
る
中
世
民
衆
の
彼
岸
習
俗
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
時
期
以
後
も
同
様
な
彼

岸
習
俗
を
受
け
継

い
で
い
く

の
で
あ

ろ

う
か
。
若
干
時
期
が
下
る
が
、
円
成
寺

(奈
良
市
忍
辱
山
)
の
明
応
四

(
一
四

九
五
)
年
銘
の
方
立
④
と
、
明
応
六

(
一
四
九
七
)
年
銘
を
も

つ
方
立
⑤
に
み

る
墨
書
を
次
に
挙
げ
て
検
討
す
る
こ
と

に
し
ょ
う
。

恵
勝
房
良
順
房

⑧
明
応
四
年

乙
卯
自

二
月
廿

一
日

同
衆
栄
四
郎

生
年
廿
五
歳

彼
岸
中
参
籠
祈
後
生
善
処
者
也

栄
助

(花
押
)

⑤
明
応
六
稔

丁
巳
自
八
月
十
九
日

廿
七
才

彼
岸
中
参
籠
祈
後
生
善
処
者
也

栄
助

(花
押
)

同
衆
泉
勝
房
栄
四
郎
千
代
寿
丸
当
年
迄

九
度
参
籠
所
願
成
就

瑚
也

方
立
裏
に
墨
書
さ
れ
て
い
た
⑥
と
⑤

の
史
料
は
、
い
ず
れ
も
円
成
寺
本
堂
に

彼
岸
中
に
参
籠
し
た
栄
助
と
同
衆
栄
四
郎
が

「後
生
善
処
」
を
祈
願
し
た
も
の

で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
。

こ
の
よ
う
に
寺
院
本
堂
で
参
籠
し
て
祈
願
し
た
事
例
に
は
、
同
じ
く
円
成
寺

参
籠
部
屋

の
角
柱
に
墨
書
さ
れ
た
永
正
十
三

(
一
五

一
六
)
年
銘
を
も

つ
落
書

が
あ
り
、
「十
九
ケ
度
参
籠
」
し
た
栄
助
が
八
月
の
彼
岸
中
に
阿
弥
陀
行
法
七

(
5
)

十
五
度
行
な

っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

@
と
⑤

の
史
料
お
よ
び
永
正
十
三
年
銘
の
落
書
史
料
は
、

い
ず
れ
も

「
栄
助
」

「栄
四
郎
」
な
ど
に
よ

っ
て
彼
岸
中
参
籠
す
る
様
子
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
同

一
内
容
の
史
料

の
み
で
は
断
定
し
が
た
い
が
、

一
五
世
紀
後
半

に
は

彼
岸
に
お
け
る
参
籠
の
習
俗
と
そ
れ
に
伴
な

っ
た
阿
弥
陀
行
法
が
存
在
し
て
い

た
と
想
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

中
世
民
衆
の

「栄
助
」

「
栄
四
郎
」
が
提
示
し
て
く
れ
た

一
五
世
紀
後
半
に

お
け
る
春
秋
彼
岸

の
習
俗
は
、
古
代

・
中
世
の
貴
族
あ
る

い
は
公
家
や
武
家
に

み
ら
れ
た
春
秋
彼
岸
と
は
異
な

っ
た
習
俗

(仏
教
文
化
)
の
創
造

・
醸
成
を
語
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っ
て
く

れ

る

よ

う

で
あ

る

。

そ

こ

に
は

中

世

民

衆

に

よ

る

彼

岸

習

俗

の
受

容

形

態

の

一
端

が

み

ら

れ

る

と

考

え

ら

れ

な

く

は

な

い

で
あ

ろ
う

。

註

(1
)、

「
勝
尾

寺
文

書
」

第

二

二
七
号

(
『
箕
面

市
史

・
史

料

編

一
』
所

収

)

註

(2
)、

「勝

尾
寺

文

書
」

第

二
四

四
号

(
『箕

面

市
史

・
史

料

編

一
』
所

収
)

註

(3
)、

土

井
実

編

『
奈
良

県
金

石

文
集

成
』

註

(4

～
5
)、

土

井
実

編

「
金

石
文
」

上

・
下

(
『
奈
良

県
史

』

16
所

収
)

結
び
に
か
え
て

祖
先
祭
祀
と
し
て
の
春
秋
彼
岸
を
、
孟
蘭
盆
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
古
代
と
く

に
平
安
時
代
の
そ
の
習
俗
の
存
在
形
態

を
垣
間
見

て
、
中
世
に
お
け
る
公
家
お

よ
び
武
家

の
春
秋
彼
岸
の
祭
祀
習
俗
と

し
て
の
在
り
方
を
窺

っ
て
き
た
。
そ
こ

で
明
示
し
え
た
こ
と
は
、
中
世
前
半

(鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
後
期
ま
で
)

の
春
秋
彼
岸

の
祭
祀
習
俗
が
平
安
時
代

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
祀
習
俗
で

あ
る
こ
と
と
、
中
世
後
半

(室
町
時
代
後
期
以
降
)

の
春
秋
彼
岸
の
祭
祀
習
俗

に
は
新
し
く
加
え
ら
れ
た
習
俗
が
い
く

つ
か
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
複
合
的
習
俗

(便
宜
上
こ
の
よ
う

に
呼

ぶ
)
は
中
世
民
衆
に
受
け
継
が
れ
、

後
世
の
民
衆

の
仏
教
文
化

に
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
今

の
習
俗
の
伝
承
資
料
が
示
す
納
骨
信
仰
や
写
経
な
ど

は
、
す
で
に
中
世
後
半

の
公
家
や
武
家

の
社
会
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
中
世
民
衆
が
、
公
家
や
武
家

に
み
る
春
秋
彼
岸

の
祭
祀
習
俗
を
受
け

容
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
受
容
し
た
習
俗
と
と
も
に
彼
ら
中
世
民
衆
が
醸
成
し

て
い
っ
た
祭
祀
習
俗
が
あ

っ
た
こ
と
も
考
え
る
必
然
性
を
す
で
に
触
れ
た
円
成

寺
に
現
存
す
る
明
応
四

(
一
四
九
五
)
年
銘

の
墨
書
な
ど
が
提
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
場
合
中
世
民
衆
の
特
殊
例
と
し
て
捉
え
る
か
、
否
か

で
あ
る
が
、
現
今
の
伝
承
資
料
で
彼
岸
に
お
け
る
参
籠
の
習
俗
が
存
在
す
る
か

ぎ
り
、
特
殊
性
を
強
調
す
る
訳
に
は
い
か
な

い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
公
家
お
よ
び
武
家
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
と
し
て
の
春

秋
彼
岸
を
中
心
に
検
討
し
、
か

つ
そ
こ
に
焦
点
を
絞

っ
た
の
で
、
中
世
民
衆
に

お
け
る
祭
祀
習
俗
で
あ
る
春
秋
彼
岸
に
つ
い
て
深
く
立
入
れ
な
か

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
中
世
民
衆
が
祖
先
祭
祀
と
し
て
の
春
秋
彼
岸
を
、
中
世
公
家

や
武
家
と
同
様
に
先
亡
の
た
め
の
追
善
供
養
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
事
実
の

み
が
明
示
し
得
た
が
、
そ
の
た
め
に
い
か
な
る
祭
祀
習
俗
を
公
家

・
武
家
の
文

化
か
ら
橘
取
し
、
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
彼
ら
中
世
民
衆

の
文
化
と
し
て
醸
成
し

て
い
っ
た
か
、
否
か
に

つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
な
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

こ
の
課
題
と
併
せ
て
神
社
と
春
秋
彼
岸
と

の
か
か
わ
り
も
今
後
検
討
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

一
例
を
挙
げ
る
と
、
喜
鷹
二

(
=

七
〇
)
年

閏
四
月

日
付
の

「興
福
寺
西
金
堂
満
衆
等
解
案
」
に
み
る
、

右
、
畳
仁
去
年
十
二
月
、
暗
申
下

長
者
宣
、
無
左
右
依
滅
庄
家
、
春
日
社

二
季
彼
岸
不
断
経
衆
井
西
金
堂
満
衆
、
以
今
年
二
月
注
子
細

中

略
)、

因
鼓
春
日
二
季
彼
岸
所
井
西
金
堂
沙
汰
者
、
以
今
月
七
日
難
令
参
洛
、
空
以

下
向
、

(下
略
)、
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と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る

(
『平
安
遺
文
』
第
七
巻

・
第
三
五
四
七
号
文
書
、

こ
の
ほ
か
に

『平
安
遺
文
』
第
五
巻

・
第

二
二
二
四
号
文
書
、
同
巻

・
第
二
三

二
七
号
文
書
な
ど
に
も
神
社
あ
る
い
は
神
事
と

の
か
か
わ
り
が
記
載
さ
れ
て
い

る
)。こ

の
神
社
あ
る

い
は
神
事
と
の
か
か
わ
り
は
、
挙
例
し
た
興
福
寺

・
春
日
社

と
の
関
係
に
よ
る
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の

一
二
世
紀
に
他

の
神

社
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
事
実
で
あ
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
も
後
日
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
を
提

示
し
て
結
び
と
し
た
い
。

(
一
九

八

九

・
三

・

一
五

～

)
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